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１【提出理由】

　2019年７月５日付で、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号

の規定に基づき、臨時報告書を提出しており、2019年12月６日付で、訂正臨時報告書を提出しておりますが、記載事項

の一部に訂正すべき事項がありましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令

第19条第２項第12号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

　なお、本臨時報告書は、2019年12月６日付で提出した訂正臨時報告書の内容を訂正するものでありますが、2019年７

月５日付で提出した臨時報告書の公衆縦覧期間が既に経過しているため、改めて本臨時報告書を提出いたします。

 

２【報告内容】

2019年12月６日付で提出した訂正臨時報告書からの訂正箇所は、下線を付して表示しております。

 

１　臨時報告書の訂正報告書の提出理由

（訂正前）

2019年７月５日付で、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の

規定に基づき、臨時報告書を提出しておりますが、同報告書の記載事項のうち、当該事象の損益に与える影響が確定い

たしましたので、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

 

（訂正後）

2019年７月５日付で、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号の

規定に基づき、臨時報告書を提出しておりますが、同報告書の記載事項のうち、当該事象の損益に与える影響が確定い

たしましたので、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、臨時報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

 

２　訂正内容

（訂正前）

（3）当該事象の連結損益に与える影響額

 

（訂正後）

（3）当該事象の損益に与える影響額

 

３　訂正前内容

（2019年12月６日付で提出した訂正臨時報告書）

(1）当該事象の発生年月日

　2019年２月27日（取締役会決議日）

 

(2）当該事象の内容

　当社の連結子会社である株式会社フィスコダイヤモンドエージェンシー（以下、「FDAC」といいます。）及び株式

会社フィスコIR（以下、「FIR」といいます。）を当社が吸収合併することに伴い、合併効力発生日（2019年７月１

日）において、FDAC及びFIRから受け入れた純資産と、当社が所有する同社株式（抱合せ株式）の帳簿価額との差額

を「抱合せ株式消滅差益」として特別利益に計上する見込みとなりました。

 

(3）当該事象の連結損益に与える影響額

　当該事象により、2019年12月期第３四半期連結会計期間において、当社個別決算では特別利益としてFDAC及びFIR

を吸収合併したことによる抱合せ株式消滅差益738,299,966円を計上し、連結子会社との吸収合併であるため、当社

連結決算では影響はございません。

 

以　上

EDINET提出書類

株式会社フィスコ(E05457)

臨時報告書

2/2


	表紙
	本文
	１提出理由
	２報告内容

